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水
道
管
路
の
整
備
・
更
新
、

維
持
管
理
の
現
状
と
展
望

❷
～
❼
面

本号の特集

　

Ｋ
１
４
９
の
改
正
は
、
水

道
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
槽
内

面
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ラ
イ
ニ
ン
グ
材
料

の
追
加
を
行
う
も
の
で
、
昨

年
12
月
開
催
の
同
委
員
会
で

承
認
す
る
こ
と
が
適
当
と
判

断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
規
格
改
正
の
手
続
き
の

過
程
で
、
追
加
希
望
材
料
の

一
つ
で
あ
る
ナ
フ
テ
ン
酸
銅

が
、
水
道
施
設
の
技
術
的
基

準
を
定
め
る
省
令
の
「
銅
及

び
そ
の
化
合
物
」
に
相
当
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘

を
受
け
た
。

　

技
術
基
準
省
令
に
係
る
水

道
課
長
通
知
の
別
添
２
で

は
、
浸
出
す
る
可
能
性
の
あ

る
も
の
す
べ
て
に
つ
い
て
分

析
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
る
が
、
浸
出
液
の
値
が

基
準
値
の
10
分
の
１
以
下
で

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

る
場
合
は
分
析
を
省
略
で
き

る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ナ

フ
テ
ン
酸
銅
は
添
加
量
が
微

量
で
あ
る
こ
と
や
、
衛
生
性

評
価
の
溶
出
濃
度
推
定
結
果

も
十
分
に
低
い
こ
と
か
ら
、

「
10
分
の
１
以
下
」
に
相
当

す
る
も
の
の
、
実
際
に
浸
出

試
験
は
実
施
し
て
い
な
い
た

め
「
証
明
さ
れ
て
い
る
」
と

の
表
現
に
は
注
意
す
べ
き
と

い
う
結
論
と
な
っ
た
。「
規

格
の
『
浸
出
性
』
に
は
記
載

せ
ず
省
略
す
る
方
向
と
し
た

い
」
と
の
事
務
局
か
ら
の
説

明
に
対
し
、委
員
か
ら
は「
衛

生
性
評
価
の
根
拠
や
議
論
の

過
程
を
な
ん
ら
か
の
資
料
に

反
映
す
る
べ
き
」
と
の
意
見

が
あ
り
、
委
員
長
預
か
り
で

事
務
局
と
詳
細
を
固
め
て
い

く
方
向
で
承
認
し
た
。
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理
）
と
の
関
連
に
鑑
み
て
事

務
局
で
選
考
を
行
う
。
発
表

時
間
は
１
社
約
20
分
（
質
疑

応
答
の
時
間
含
む
）。
参
加

費
は
無
料
と
な
る
。
ま
た
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
み
の
参

加
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
視
察
へ
の
参
加
な
し
）

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

性
を
探
る
。
具
体
的
に
は
、

参
加
国
の
水
道
事
業
に
関
す

る
取
り
組
み
・
課
題
や
太
平

洋
島
嶼
国
に
お
け
る
開
発
ド

ナ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
ほ
か
、
日
本
企
業
と
太
平

洋
島
嶼
国
の
民
間
企
業
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
。
翌
23
日
に
は
コ
ロ
ー

ル
州
周
辺
で
水
道
施
設
の
見

学
を
行
う
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

募
集
数
は
６
社
程
度
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
太
平

洋
島
嶼
国
が
抱
え
る
水
道
分

野
で
の
課
題
（
▽
配
水
管
か

ら
の
漏
水
の
削
減
▽
水
量
管

理
▽
地
震
等
の
災
害
対
策
▽

水
道
事
業
に
お
け
る
維
持
管

理
費
の
低
減
▽
新
規
水
源
の

確
保
▽
水
道
施
設
デ
ー
タ
管

が
印
象
に
残
っ
た
」
と
感
心

し
た
。

　

ま
た
、
管
清
工
業
と
東
亜

グ
ラ
ウ
ト
工
業
も
自
社
ブ
ー

ス
を
出
展
。
管
清
工
業
は

「
み
ん
な
も
知
ら
な
い
下
水

道
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
、

下
水
道
の
出
前
授
業
や
、
厚

木
の
杜
環
境
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で

「『
国
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・

水
づ
く
り
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
行
う
Ｃ
Ｗ
Ｐ
グ
ル
ー

バ
ル
と
の
共
同
事
業
の
紹
介

を
行
っ
た
。
下
水
道
管
路
を

模
し
た
「
下
水
道
探
検
ク
イ

ズ
」
に
は
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
詰
め
か
け
た
。

　

東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
は
、

「
あ
た
り
ま
え
の
ウ
ラ
側
で

大
発
見
！　

ま
ち
を
さ
さ
え

る
す
ご
い
ひ
み
つ
を
み
つ
け

よ
う
」
と
題
し
、
小
学
校
の

授
業
さ
な
が
ら
に
「
あ
た
り

ま
え
」
と
な
っ
て
い
る
イ
ン

フ
ラ
を
陰
で
支
え
る
自
社
の

技
術
を
紹
介
し
た
。

　

国
内
最
大
級
の
環
境
展
示

会
「
エ
コ
プ
ロ
」
が
10
～
12

日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
、
Ｇ
Ｋ
Ｐ
（
下
水

道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
）
や
日
本
下
水
道
協
会
を

は
じ
め
と
し
た
「
21
世
紀
の

下
水
道
を
考
え
る
会
」
協
議

会
、協
賛
企
業
か
ら
な
る「
水

を
め
ぐ
る
大
冒
険
実
行
委
員

会
」
は
、「
ま
も
れ
！
み
ん

な
の
上
下
水
道
」
を
テ
ー
マ

に
、
水
循
環
を
土
台
に
上
下

水
道
の
大
切
さ
を
訴
え
る

ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

　

水
を
め
ぐ
る
大
冒
険
で

は
、
自
然
環
境
の
減
少
や
管

路
の
老
朽
化
、
人
手
不
足
と

い
っ
た
諸
問
題
を
「
水
循
環

の
ピ
ン
チ
」
と
表
現
。
森
林

や
街
中
、
浄
水
場
と
処
理
場

と
い
っ
た
各
フ
ィ
ー
ル
ド

で
、
上
下
水
道
の
管
路
や
微

生
物
な
ど
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

化
し
た
「
下
水
道
ラ
ゴ
ン
」

「
ビ
セ
イ
ブ
ー
ツ
」
と
い
っ

た
「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
ズ
」

が
、
老
朽
化
や
汚
水
、
浸
水

と
い
っ
た
様
々
な
「
モ
ン
ス

タ
ー
ズ
」
か
ら
水
循
環
を

守
っ
て
い
く
。

　

初
日
に
は
岡
久
宏
史
・
下

水
協
理
事
長
や
Ｇ
Ｋ
Ｐ
企
画

運
営
委
員
長
を
務
め
る
若
公

崇
敏
・
国
土
交
通
省
上
下
水

道
事
業
調
整

官
の
ほ
か
、

協
賛
企
業
の

幹
部
ら
が
視

察
に
訪
れ

た
。
岡
久
理

事
長
は
「
水

を
め
ぐ
る
と

い
う
テ
ー
マ

も
わ
か
り
や

す
く
非
常
に

よ
く
で
き
て

い
る
。ま
た
、

他
の
Ｂ
to
Ｂ

の
要
素
が
強

い
展
示
会
と

は
異
な
り
、

小
中
学
生
を

は
じ
め
と
し
た
子
ど
も
た
ち

に
上
下
水
道
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
機
会
は
希
少
。
ぜ
ひ
続

け
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン

ト
。
若
公
調
整
官
は
「
初
め

て
来
場
が
叶
い
、
お
子
さ
ん

や
学
生
の
多
さ
に
驚
い
た
。

次
世
代
に
上
下
水
道
を
Ｐ
Ｒ

で
き
る
こ
と
に
Ｇ
Ｋ
Ｐ
と
し

て
も
展
示
を
し
続
け
る
価
値

が
あ
る
と
感
じ
た
。
企
業
や

団
体
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い

て
い
る
説
明
員
の
方
々
も
一

生
懸
命
説
明
を
し
て
い
る
の

　

石
川
県
は
２
０
２
４
年
の

能
登
半
島
地
震
・
奥
能
登
豪

雨
に
お
い
て
復
旧
や
復
興
の

支
援
に
携
わ
っ
た
県
内
と
全

国
の
３
６
３
企
業
・
団
体
へ

知
事
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

10
日
に
金
沢
市
の
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
贈
呈
式
を

開
き
、
馳
浩
・
知
事
が
各
機

関
の
代
表
者
へ
感
謝
状
を
手

渡
し
た
。

　

上
下
水
道
関
係
団
体
で

は
、
▽
日
本
水
道
協
会
▽
日

本
下
水
道
協
会
▽
日
本
下
水

道
管
路
管
理
業
協
会
▽
日
本

下
水
道
事
業
団
▽
水
資
源
機

構
▽
石
川
県
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会
▽
全
国
上
下
水

道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
中

部
支
部
▽
管
路
協
中
部
支
部

石
川
県
部
会
―
等
が
感
謝
状

を
受
け
取
っ
た
。

　

日
水
協
の
青
木
秀
幸
・
理

事
長
は
「
能
登
半
島
地
震
発

災
後
い
ち
早
く
現
地
入
り
し

て
被
災
地
の
実
情
を
調
査
し

た
名
古
屋
市
上
下
水
道
局
を

は
じ
め
、
全
国
７
地
方
支
部

全
て
の
支
部
か
ら
駆
け
付
け

て
応
急
給
水
や
応
急
復
旧
に

尽
力
し
た
正
会
員
の
事
業

体
、
復
旧
資
材
の
迅
速
な
調

達
等
に
貢
献
し
た
賛
助
会
員

の
民
間
企

業
、
復
旧

工
事
に
携

わ
っ
た
管

工

事

組

合
、
水
道

界

を

サ

ポ
ー
ト
し

て
い
る
皆

さ
ん
全
て

が
一
丸
と

な
っ
て
取

り
組
ん
だ

こ
と
で
水

道
の
迅
速

な
復
旧
に

つ
な
げ
る

こ
と
が
で

き
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

今
回
の
感
謝
状
は
見
え
な
い

所
か
ら
支
え
て
く
れ
た
皆
さ

ん
を
含
め
水
道
界
全
体
で
受

け
取
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い

る
」
と
し
た
う
え
で
、「
本

復
旧
に
向
け
て
は
ま
だ
ま
だ

人
手
が
足
り
ず
、
中
長
期
派

遣
に
つ
い
て
今
後
も
地
方
支

部
の
垣
根
を
越
え
て
協
力
を

お
願
い
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
話
し
た
。

　

下
水
協
の
袰
岩
滋
之
・
常

務
理
事
は
「
下
水
協
と
し
て

と
い
う
よ
り
も
、
実
際
に
被

災
地
で
支
援
に
取
り
組
ん
だ

全
国
の
自
治
体
の
皆
さ
ん
に

向
け
た
感
謝
状
を
代
表
と
し

て
受
け
取
っ
た
と
考
え
て
い

る
」
と
支
援
自
治
体
へ
の
感

謝
を
述
べ
、「
下
水
協
と
し

て
も
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

全
力
を
傾
け
て
今
後
と
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
に
あ
た
り
、

馳
知
事
は
「
県
庁
や
市
町
の

職
員
だ
け
で
は
人
手
も
財
源

も
足
り
ず
、
到
底
こ
の
大
規

模
災
害
に
対
応
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
」
と
改
め

て
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も

に
「
地
震
と
豪
雨
に
よ
る
大

規
模
複
合
災
害
と
い
う
記
録

や
記
憶
は
全
国
に
共
有
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
当

時
、
行
政
と
し
て
何
を
判
断

し
実
行
し
た
か
、
皆
さ
ん
が

ど
ん
な
思
い
で
ど
う
い
っ
た

支
援
を
い
た
だ
い
た
か
、

し
っ
か
り
と
語
り
継
い
で
い

き
た
い
。
今
日
お
渡
し
す
る

感
謝
状
に
は
今
後
の
わ
が
国

の
防
災
体
制
に
向
け
た
思
い

も
詰
ま
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
へ
の
支

援
に
対
し
て
は
「
災
害
を
通

じ
、
本
当
に
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

た
。
現
在
進
め
て
い
る
住
宅

地
の
復
旧
に
お
い
て
は
基
本

的
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
上
下

水
道
整
備
に
引
き
続
き
力
を

お
借
り
し
た
い
」
と
話
し
、

「
被
災
地
で
は
自
立
型
の
水

循
環
シ
ス
テ
ム
が
非
常
に
役

に
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
は
公
民
館
等
を
拠
点
に

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
で
の
自
立

型
水
循
環
シ
ス
テ
ム
の
活
用

に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。
災
害
を
踏
ま
え
た

石
川
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に

発
信
し
て
い
け
れ
ば
」
と
展

望
を
語
っ
た
。

　

国
土
交
通
省
は
３
日
、
来

年
１
月
22
日
に
パ
ラ
オ
共
和

国
で
開
催
す
る
「
太
平
洋
島

嶼
国
水
道
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
へ
の
参
加
者
、
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
サ
ー
ビ
ス
・

製
品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
希
望
す
る
民
間
事
業
者

の
募
集
を
開
始
し
た
。
参
加

申
し
込
み
は
、
同
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
参
加
申
込
書

に
記
入
し
12
月
22
日
17
時

ま
で
に
、
太
平
洋
島
嶼
国

水
道
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事

務

局
（palau-workshop@

yachiyo-eng.co.jp

）

に

送
付
す
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
日

本
企
業
の
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
の
支
援
を
目
的
に
開
催

す
る
も
の
で
、
パ
ラ
オ
共
和

国
を
含
む
数
カ
国
が
参
加
を

予
定
し
て
い
る
。
参
加
国
が

抱
え
る
水
道
分
野
で
の
課
題

に
対
し
、
日
本
企
業
の
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
活
用
の
可
能

　

国
土
交
通
省
は
11
日
、
渇

水
情
報
の
収
集
・
連
絡
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、水
管
理
・

国
土
保
全
局
内
に
「
渇
水
情

報
連
絡
室
」
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
同
日
か
ら
同
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
渇
水
情
報
総

合
ポ
ー
タ
ル
」
に
お
い
て
、

全
国
の
渇
水
状
況
を
と
り
ま

と
め
、
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

　

渇
水
情
報
連
絡
室
の
設
置

は
、
関
東
か
ら
九
州
の
太
平

洋
側
を
中
心
と
し
た
少
雨
傾

向
に
よ
り
、
１
日
か
ら
近
畿

地
方
整
備
局
、
11
日
に
九
州

地
方
整
備
局
に
渇
水
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
た
も
の
。
今
後
、
渇
水

対
策
を
推
進
す
る
た
め
特
別

の
必
要
が
あ
る
と
国
交
大
臣

が
認
め
た
場
合
に
は
、
国
交

大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「
国

土
交
通
省
渇
水
対
策
本
部
」

を
設
置
す
る
。

さ
れ
る
。
水
質
Ｔ
Ｅ
Ｃ
、
水

質
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
は
と
も

に
来
年
１
月
か
ら
相
談
・
受

け
付
け
を
開
始
す
る
と
し
て

い
る
。

　

Ｋ
１
１
３
の
改
正
で
は
、

２
―
Ｍ
Ｉ
Ｂ
価
試
験
方
法
の

規
格
案
に
つ
い
て
、
７
月
の

同
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
反
映
し
修
正
を
行
っ
た
内

容
を
報
告
し
た
。
今
後
は
出

版
準
備
に
入
る
予
定
と
し
て

お
り
、
年
度
内
の
発
刊
を
目

指
し
て
い
る
。

　

Ｋ
１
３
５
と
Ｋ
１
５
７
の

規
格
改
正
で
は
、
①
組
成
の

追
加
②
浸
出
性
お
よ
び
浸
出

性
の
試
験
方
法
の
記
述
箇
所

の
変
更
③
無
溶
剤
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
プ
ラ
イ
マ
ー
の
追
加
―

を
行
う
。
こ
の
う
ち
①
で

は
、
Ｋ
１
３
５
に
は
ジ
フ
ェ

ニ
ル
メ
タ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア

ネ
ー
ト
と
ポ
リ
テ
ト
ラ
メ
チ

レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
を
、
Ｋ
１

５
７
に
は
ス
テ
ア
リ
ル
ア
ミ

ン
と
サ
リ
チ
ル
酸
を
追
加
す

る
と
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
▽
水
質

管
理
向
上
の
た
め
の
水
質
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
立
▽
専

門
委
員
会
の
状
況
報
告
（
水

質
試
験
方
法
等
調
査
専
門
委

員
会
、
水
道
用
薬
品
及
び
資

器
材
の
衛
生
性
調
査
専
門
委

員
会
）
▽
Ｊ
Ｗ
Ｗ
Ａ　

Ｋ
１

１
３
（
水
道
用
粉
末
活
性

炭
）
の
改
正
▽
そ
の
他
（
水

道
Ｇ
Ｌ
Ｐ
の
状
況
、
近
況
報

衛
生
常
設
調
査
委
員
会
を
開
催

衛
生
常
設
調
査
委
員
会
を
開
催

　

日
本
水
道
協
会
は
２
日
、
第
２
７
１
回
衛
生
常
設
調
査
委
員
会
（
委
員
長
＝
木
村
慎

一
・
東
京
都
水
道
局
水
質
セ
ン
タ
ー
所
長
）
を
開
い
た
。
Ｊ
Ｗ
Ｗ
Ａ　

Ｋ
１
４
９
（
水

道
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
槽
内
面
Ｆ
Ｒ
Ｐ
ラ
イ
ニ
ン
グ
材
料
）
の
改
正
、
Ｋ
１
３
５
（
水

道
用
液
状
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
料
塗
装
方
法
）
お
よ
び
Ｋ
１
５
７
（
水
道
用
無
溶
剤
形
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
塗
料
塗
装
方
法
）
の
衛
生
性
に
関
す
る
改
正
の
審
議
の
ほ
か
、
各
専
門
委

員
会
で
の
検
討
状
況
等
の
報
告
を
行
っ
た
。
議
事
に
先
立
ち
、
東
利
博
・
環
境
省
水
道

水
質
・
衛
生
管
理
室
長
が
水
道
水
質
管
理
に
関
す
る
行
政
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

日
水
協

規
格
改
正
２
件
を
審
議

告
・
情
報
共
有
）
―
に
つ
い

て
事
務
局
が
説
明
し
た
。

　

こ
の
う
ち
「
水
質
応
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
設
立
」
は
、
水

道
事
業
体
等
が
抱
え
る
水
質

に
関
す
る
課
題
を
網
羅
的
に

支
援
す
る
取
り
組
み
で
、
従

来
の
「
水
道
Ｇ
Ｌ
Ｐ
」
認
定

事
業
に
加
え
、
新
た
に
創
設

し
た
「
水
質
検
査
診
断
事
業

（
水
質
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）」
と
「
水
質

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
」
で
構
成

馳知事

馳知事㊧から感謝状を受け取る青木理事長

能
登
地
震
・
豪
雨
の
支
援
機
関
へ
感
謝
状

複
合
災
害
の
記
録
を
全
国
に

石
川
県

「上
下
水
道
に
引
き
続
き
支
援
を
」

「上
下
水
道
に
引
き
続
き
支
援
を
」

「エコプロ」で水循環ブース

ＧＫＰなど 次世代に上下水道をＰＲ

東亜グラウト工業ブース

視察に訪れた（左から）若公調整官と岡久理事長、協
賛企業幹部ら

渇
水
情
報
連
絡
室
を
設
置

渇
水
情
報
の
収
集
・
連
絡
体
制
強
化

国
交
省

太
平
洋
島
嶼
国
水
道

Ｗ
Ｓ
の
参
加
者
募
集

国
交
省

水
質
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
報
告
も

管清工業ブース

２０２５年（令和７年）１２月１５日付

水 道 産 業 新 聞


